
平成２７年度（２０１５年度） 学生委員会 大会分担表（Ver.1）

月 日 曜日 会 場 等 大会当番校

4 04 土 全日本学生TRS第１戦 静岡県：伊豆市 日本ＣＳＣ 強化普及委員会 東海大学

4 18-19 土･日 全日本学生RCS第１戦 菜の花飯山ラウンド(ヒルクライム＋クリテリウム) 長野県 飯山市 特設コース 飯山実行委員会 首都大学東京 朝日大学

4 25 土 第17回 全日本学生選手権クリテリウム大会 滋賀県 東近江市 ふれあい公園 西日本学連 （西日本学連の分担による）

4 26 日 全日本学生RCS第２戦 東近江クリテリウム ラウンド 滋賀県 東近江市 ふれあい公園 西日本学連 （西日本学連の分担による）

5 9-10 土･日 第35回 西日本学生選手権トラック自転車競技大会 西日本地区 西日本学連 （西日本学連の分担による）

5 9-10 土･日 第55回 東日本学生選手権トラック自転車競技大会 山梨県 笛吹市 境川自転車競技場 明治＋法政 明治大学 法政大学

5 16-17 土･日 第17回 修善寺カップ大会／第17回 修善寺ロード大会／TRS第２戦 静岡県 伊豆市 日本ＣＳＣ 中央＋東学＋鹿屋 中央大学 東北学院大学（注） 鹿屋体育大学

5 24 日 全日本学生RCS第４戦 京都美山ラウンド・ロードレース 京都府 旧美山町 西日本学連 （西日本学連の分担による）

5 31 日 第54回 全日本学生選手権 チームロードタイムトライアル大会 埼玉県 利根川上流域コース 立教大学 立教大学 中京大学

6 7 日 第27回 全日本学生選手権 個人ロードＴＴ自転車競技大会 埼玉県 利根川上流域コース 立教大学 立教大学 信州大学 久留米大学 具体的な供出方法
6 13‐14 土･日 第31回 全日本学生選手権個人ロードレース大会 長野県 木曽郡 木祖村 奥木曽湖 日本大学 日本大学 大阪大学 （１）２０１５年度，登記選手数４名以上の、首都圏（１都３県）所在の加盟校

7 4‐5 土・日 第56回 全日本学生選手権トラック自転車競技大会 静岡県 伊豆市 日本ＣＳＣ 慶応＋日体大 慶応義塾大学 日本体育大学 富士大学 大阪工業大学 ＝常任学生委員の供出校 を決定する。

7 19 日 全日本学生TRS第３戦 静岡県 伊豆市 日本ＣＳＣ 強化普及委員会 明星大学 大阪産業大学 （２）常任学生委員の供出年度を、抽選により決定する。（３ケ年先まで）

7 25 土 全日本学生RCS第５戦 WANGANサイクルフェスティバル 湾岸クリテリウム 東京都 江東区 青海 特設コース 学連直営 芝浦工業大学 筑波大学 大阪府立大学 その際、供出年度は下記に基づくものとする。

8 1-2 土･日 全日本学生RCS第６戦 第10回 白馬クリテリウムラウンド 長野県 白馬町 特設コース 白馬実行委員会 駒澤大学 （防衛大学校） 松本大学 徳島大学 ① 大会当番表（Table.1)の、インカレ当番校は 該当年度に供出とする。

8 27-30 木～日文部科学大臣杯 第71回 全日本大学対抗選手権自転車競技大会 長野県 松本市/大町市美麻地区 東大＋順大 東京大学 順天堂大学 岡山大学 名古屋産業大学 ② 大会当番表（Table.1)の、①以外の学校は供出年度の抽選を行う。【抽選α】

9 未定 土･日 全日本学生RCS第７戦 レモンアイランドしまなみ海道いくちじまラウンド 広島県 尾道市 瀬戸内海地区 学連直営 大阪経済大学 福岡工業大学 ③ ①,②以外の学校も、供出年度の抽選を行う。【抽選β】

9 6 日 全日本学生RCS第８戦 けいはんなサイクルロードレース 京都府 木津市 西日本学連 （西日本学連の分担による） 例えば、抽選する加盟校が１１校（α＝４，β＝７）の場合には、下表 Ａ～K を決定する。

9 13 日 全日本学生RCS第９戦 山形村ヒルクライムラウンド 長野県 山形村 特設コース 山形村実行委員会 神奈川工科大学 新潟大学 京都大学 追手門学院大学 ●常任学生委員の供出年度表 （抽選１１校の場合）

10 04 日 第51回 全日本学生自転車競技トラック新人戦・西日本大会 西日本地区 西日本学連 （西日本学連の分担による） ①インカレ当番校 ②抽選α ③抽選β

10 04 日 第51回 全日本学生自転車競技トラック新人戦・東日本大会 山梨県 笛吹市 境川自転車競技場 早稲田 早稲田大学 2015年度 東京大学，順天堂大学 Ａ Ｄ Ｇ Ｊ

10 10-11 土･日 全日本学生TRS第４戦（オムニアム） 福島県 泉埼サイクルスタジアム 強化普及委員会 龍谷大学 2016年度 慶應義塾大学，日本体育大学 Ｂ Ｅ Ｈ Ｋ

10 24 土 全日本学生TRS第５戦（東京都選手権併催） 静岡県 伊豆市 日本ＣＳＣ 強化普及委員会 環太平洋大学 2017年度 立教大学 Ｃ Ｆ Ｉ

11 15 日 全日本学生RCS第１０戦（東日本） 浮城のまち行田クリテリウムラウンド 埼玉県 行田市 学連特設コース 行田実行委員会 学習院大学 流通経済大学 北陸大学 神戸大学 （注１）もし１０校なら Ａ～J，９校なら Ａ～I，１２校なら Ａ～L….

11 15 日 全日本学生RCS第１０戦（西日本） 益田チャレンジャーズステージ 島根県 益田市 西日本学連 （西日本学連の分担による）

12 05 土 全日本学生TRS第６戦 静岡県 伊豆市 日本ＣＳＣ 強化普及委員会 東洋大学 関西大学

12 13 日 全日本学生RCS第１１戦・埼玉クリテリウム 行田第１ラウンド 埼玉県・行田市 古代蓮の里コース 埼玉車連 成蹊大学 北海道大学 インカレ当番校 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ

1 10 日 全日本学生RCS第１２戦・埼玉クリテリウム 行田第２ラウンド 埼玉県・行田市 古代蓮の里コース 埼玉車連 大東文化大学 八戸学院大学 2015年度 東京大学，順天堂大学 ↓ ↓ ↓ ↓
1 24 日 全日本学生RCS第１３戦・埼玉クリテリウム 行田第３ラウンド 埼玉県・行田市 古代蓮の里コース 埼玉車連 東京工業大学 2016年度 慶應義塾大学，日本体育大学 ↓ ↓ ↓ ↓
2 21 日 全日本学生RCS第１４戦・埼玉クリテリウム 行田第４ラウンド 埼玉県・行田市 古代蓮の里コース 埼玉車連 立正大学 2017年度 立教大学 ↓ ↓ ↓
3 6 日 全日本学生RCS最終戦・第１０回明治神宮外苑大学クリテリウム 東京都・明治神宮外苑 学連直営 立教大学，慶應義塾大学，日本体育大学，早稲田大学，東京大学，順天堂大学，明治大学，法政大学，中央大学，日本大学 （注２）但し､抽選による供出年度に拘わらず、２年以上で協力頂ける学生委員の継続を歓迎（点線）

凡例：RCS:ロードレースカップ・シリーズ、TRS:トラックレースシリーズ （注）現地での大会準備に関わる作業を分担 日本学生自転車競技連盟

（３）２０１５年度の加盟登記時点において、新たに、登記選手数４名以上の該当校が生じた場合、

その該当校は、２０１５年度に常任学生委員を供出するものとする。（追加）

逆に、２０１５年度の加盟登記時点において、前年度までの供出該当校の中で登記選手が

３名以下になった加盟校は、供出を保留することができる。（勿論、供出しても可）

（４）２０１６年度の加盟登記時点において、新たに、登記選手数４名以上の該当校が生じた場合、

その該当校は、２０１６年度に常任学生委員を供出するものとする。（追加）

逆に、２０１６年度の加盟登記時点において、前年度までの供出該当校の中で登記選手が

３名以下になった加盟校は、供出を保留することができる。（勿論、供出しても可）

（５）２０１８年度～２０２０年度（以降）の、常任学生委員の供出方法詳細については、

２０１５年度～２０１７年度の活動結果，反省を踏まえて決定するものとする。

２０１５～２０１７年度）常任学生委員 供出年度 （2015-3-08 抽選会 予定）

Ａ Ｄ Ｇ Ｊ

Ｂ Ｅ Ｈ Ｋ

Ｃ Ｆ Ｉ

年度

常任学生委員 （抽選１１校，合計１６校の場合）

2015.2.08

学生委員会 分担表（案）

主に、大会準備作業を担当 （＠事務局） 主に、大会会場作業を担当 （＠大会会場）

東日本加盟校の学生委員 西日本加盟校の学生委員

大 会 名 等 大会当番校の学生委員 東日本,首都圏（１都３県）の学生委員 東日本,遠隔地の学生委員

山梨学院大学

2015年度 ＸＸＸ ＸＸＸ ＸＸＸ ＸＸＸ

2016年度 ＸＸＸ ＸＸＸ ＸＸＸ ＸＸＸ

大学 大学 大学 大学

大学 大学 大学 大学

大学 大学 大学

2017年度 ＸＸＸ ＸＸＸ ＸＸＸ

※上表は、2014年2月 現在の加盟校をもとに作成，

担当の大会に参加しない場合は、別の 参加大会への振替を検討

初回・準備会合

具体的な作業内容 ＜大会準備～会場作業までの流れ＞

※大会準備～会場作業までの流れについて、主な項目を抜粋して記載

関係者 宿泊手配

準備日程＆分担確認

会場使用確認

賞品手配 エントリー集計

プログラム原稿作成

・エントリー一覧

・番組編成

・時程表

・挨拶文依頼

・役員一覧

・会場地図

・広告配置 ｅｔｃ．

コミュニケなど発送

プログラムや賞品

などの納期確認

レンタカー手配

参加賞手配

使用器材点検

（消耗品購入）

ハンドブック原稿作成

器材積込み

参加費 入金確認

ゼッケン仕分け

大会前日

ＨＰ掲載確認

（必要事項ＵＰ）

会場へ移動

選手受付

・ゼッケン配布

・ライセンス受取

・欠場届確認

・注意事項伝達

・配布物

ｅｔｃ．

会場設営

・テント張り

・机・椅子準備

・器材運搬

・掲示物準備

ｅｔｃ．

大会終了時点 大会終了後

弁当・飲物等手配
到着後、翌日準備

会場作業分担校と

翌日内容など確認

（引継ぎ）

大会補助員

・駐車場管理

・入場者管理

・記録用紙運搬

・コミュニケ配布

・リザルト貼出し

・弁当・飲物配布

・動画の記録

・式典補助

・表彰写真撮影

ｅｔｃ．

・ノウハウ蓄積
・加盟校間の相互協力
・継続的・安定的運営

会場撤収

・テント撤収

・机・椅子片付け

・掲示物撤収 ｅｔｃ．

選手解散

・ゼッケン受取

・ライセンス配布

ｅｔｃ．

器材積込み

事務局へ移動

大会準備作業

分担校と引継ぎ

マスコミ結果配信

器材卸し収納

お礼状発送

～本活動・取り組みのスタンス～

１．学生委員の活動が、組織の一員としての仕事の進め方を学ぶことにつながり、学生が社会へ出たときに、

この経験が必ず役立つものと捉える。

２．学生連盟が、選手・大会運営・審判すべての面で、日本の自転車界をリードする人材を輩出し続けるには、

幅広い人々が大会運営に関わり、組織的にノウハウを蓄積させていく必要がある。

Ｎ

大会情報を､速報系HPへ順次掲載 大会情報を､速報系HPへ順次掲載

大会開始時点 大会開催中大会３～２週間前大会１ケ月前大会２ケ月前 大会１週間前

大会会場作業 （＠大会会場）大会準備作業 （＠事務局）

学生委員が交代する学校は、

前任⇒新任への引き継ぎを

お願いいたします。

～常任学生委員による、活動安定化への取組み～

１．日常の事務局運営を円滑に行うためには、大会当番に限らず活動する

“常任学生委員” が欠かせない。（例：個票の管理，受信物の対応等）

この体制が安定しないと、結局、加盟校の活動に支障を生じる事になる。

（例：事務局の連絡不通，事務処理の遅れ，大会への影響や混乱等）

２．日本学生自転車競技連盟 憲章 第１４条（事務局） においても、

「事務局は学生代表委員会が兼務し、事務一般を処理する。」

「事務局長は学生代表委員長が兼務する。」

と定めており、“常任学生委員” による、活動安定化が必要である。

“活動活性化”（2009～2011） から
“活動安定化”（2012～2014） を経て
“活動定着化”（2015～2017） へ！

～“自分たちが走る場は、自分たちで創り出す！”・・・全校参加の学生連盟へ！～

２０１５年度 “常任 学生委員”
・学生委員長 十時 隆櫻 （ 日本大学 ）

・副学生委員長 （ 大学 ）
・副学生委員長 （ 大学 ）

・学生委員 （ 大学 ）
・学生委員 （ 大学 ）
・学生委員 （ 大学 ）

供出当番校

２０１２年度より 取り組み継続内容

供出協力校

２０１４年度より、ＲＣＳのエントリーは、

「スポーツエントリー」を活用して効率化

※ 2015年度の加盟状況により、当表は3月中に一部更新する可能性があります。

常任学生委員の供出方法

・登記選手 ４名以上の、首都圏＝１都３県（東京・神奈川・埼玉・千葉）

所在地の加盟校は、“常任学生委員” を必ず供出するものとする。

・人数は最低１名，供出年度は抽選により決定する。（詳細下記）

※参考情報：２０１４年度の加盟校に当てはめると、該当校は１６校．

次年度の加盟登記書類は、２０１５年度も２月末日迄に提出（予定）であり、
その時点での、登記人数を確認のうえ決定。

２０１５年度からの 一部改訂内容

※ 常任学生委員の供出年度抽選会 を、2015年3月08日(日) 神宮外苑大会終了後に行います。

登記選手 ４名以上の、首都圏＝１都３県（東京・神奈川・埼玉・千葉）所在地の加盟校のうち、

②抽選α，③抽選βに該当する加盟校の代表者は、大会本部テント前へご集合下さい。

常任学生委員の供出年度抽選会

上記の ②抽選α，③抽選β に該当する加盟校

2015年3月08日(日) 神宮外苑大会終了後に実施


